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「鉄道工事安全システム」の構築と運用

南　本　哲　彦

平成 17 年，運輸に関する事故・トラブルが国内で多発した。これを契機に国土交通省は平成 18 年より
「運輸安全マネジメント制度」を導入，運輸事業者自らが安全管理体制を構築・改善することにより輸送
の安全性を向上させることとした。
これを受けて，鉄道工事を多く抱える当社は，鉄道工事の安全性の向上と鉄道工事事故防止のため安全
管理上遂行すべき施策を立て，確実に実施するために「鉄道工事安全システム」を鉄道工事に関する「安
全マネジメント」として，多くの取り組みを行っている。
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1．はじめに

平成 17 年に入ってヒューマンエラーが原因と見ら
れる鉄道，自動車，海運，航空の事故が多発したこと
により，国土交通省が平成 18 年より「運輸安全マネ
ジメント制度」を導入した。
・平成 17 年の主な大きな鉄道事故
東武伊勢崎線踏切障害事故（死者 2名，負傷者 2名）
JR 西日本福知山線列車脱線事故（死者 107 名，負

傷者 562 名）
この制度が導入されたことにより，経営トップから

現場一丸となって PDCAを回しながら，事故だけで
はなく事故の芽となる「ヒヤリハット情報」をベース
とした事故の「未然防止活動」を運輸事業者が自律的
に行うことが必要となった。
当社では，鉄道事業者の高い安全レベルに応えてい

く必要性があることから，鉄道工事に関する「安全マ
ネジメント」として鉄道工事の安全性向上の PDCA
サイクルを展開している。
本稿では，これらの取り組みについて，報告する。

2．鉄道工事の特殊性

鉄道工事は列車が運転されている線路内や線路に近
接して行われる工事，駅構内で行われる工事等があ
る。鉄道工事を施工するにあたっては，その特殊性を
十分把握，理解した上で事故防止対策や安全対策をた
てなければならない。その特殊性について，以下に記す。

（1）列車はまわり道をしてくれない。
列車の運行に支障をきたすほど近接した工事や線路
内工事を行う場合，列車の間合いで作業しなければな
らないので，線路上でのミスや不注意が重大事故につ
ながる可能性がある。
（2）列車はすぐに止まれない。
列車は 1 秒間に 25 ～ 36 m 走るので，近くに見え
てから退避しても間に合わない。
非常ブレーキをかけても，すぐには停車しない（時
速 130 km/h の特急列車で制動距離は約 600 m）。
（3）線路閉鎖工事
線路内に立ち入って工事を行う場合は，最終列車が
通過後，初列車通過前までに「線路閉鎖（線閉）」と
呼ばれる工事施工区間に列車を進入させない措置を講
じて施工する。この措置を講ずることにより列車の脱
線事故や作業員等の触車災害を防止する。
（4）き電停止作業
線路閉鎖工事において，き電線（架空電車線に電力
を供給するために，主に架空電車線と並行して設けら
れる電力線）や架空電車線に最低離隔距離内に近づい
て作業を行う場合，き電停止の手続きをとり，き電線
と架空電車線に流れている電気を止めたあとに施工す
ることで作業員等の感電災害を防止する措置である。
（5） 駅構内の改良工事などでは，一般多数の乗降客が

近傍にいる。
以上のように，工事条件・決められたルール等がほ
かにも多数あり，それらの基本事項を工事従事者が理
解していないと事故を発生させることとなる。なお，
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各鉄道事業者によって，ルール等に違いがあるので，
工事を行う上で事前に確認する必要がある。
大量輸送機関である鉄道工事で発生する事故は，人

命に関わることもあり，社会的に大きな影響並びに損
害を与える可能性があり，一旦重大事故が発生すれ
ば，刑事・民事等の大きな責任が発生し，社会的制裁
を受けることや信用を失墜するリスクを常に背負って
いることを，すべての関係者がよく理解しておかなけ
ればならない。

3．鉄道工事安全システムの構築

当社では，「運輸安全マネジメント制度」の方針をふ
まえ「鉄道工事安全システム」を構築し，会社を上げ
て鉄道工事事故ゼロを目指す取組みをおこなっている。
以下，同システムについて，詳述する。

（1）「鉄道工事安全方針」
鉄建は「全社一丸・安全優先」との理念に基づき鉄

道工事安全システムを推進し安全文化を向上させ『鉄
道工事事故ゼロ』を目指す！！

（2）「鉄道工事安全システム」
鉄道工事安全システムの概念として，「直接的に『事

故の芽』を摘む活動」と「安全管理を支える『風土づ
くり』」とし，具体的な「鉄道工事安全重点施策」を
設定している（図─ 1参照）。

（3）「鉄道工事安全重点施策」
（a） PKY の再構築（P（Planning）: 計画段階，K:

危険，Y: 予知）
工事計画段階での危険予知活動と作業への反映を行

う。

・工事着手前にリスクを特定する。
・ 施工検討会，施工会議等におけるリスク低減対策
を明確化する。
・ 計画内容を作業段階で作業員全員に周知し実行す
る。
・ 作業等に変更が生じた場合，施工計画書を再検討
し，適正な保安体制を再確認する。
・ 保安打合せ票等に記された保安体制や列車間合い
時間等を確実に引継ぎ実行する。

（b）安全技術の向上に努める。
安全性向上技術の開発とリスク対応
・ 線路の安全性を向上するため，軌道直下のアン
ダーパス工事における掘進工法等の技術開発をさ
らに進めていく。

（c）安全インフラ
①鉄建 24 時間情報センターの活用
・ 迅速に情報を発信（「何かあったらまず一報」）し，
全社員に水平展開する。
・ 第一報に呼応した迅速な初動体制，支援体制を構
築する。
②建設技術総合センター（図─ 2参照）の活用
・ 屋外体験型施設を活用し鉄道工事従事者のレベル
アップを図る。
・ 事故の展示館における過去の事故を風化させない
ようにする。

（d）安全風土
①繰返し型事故防止への取組み
・ 「自現場への置き換え」キャンペーン，｢列車防護
訓練｣ キャンペーン，｢感電事故防止｣ キャンペー
ンを実施する。
・過去の重大事故等を振り返り，風化を防止する。
・ 安全性向上の PDCA（実態把握，改善策策定，
指示，改善）を強化する。
②必要な事項の確実な伝達
・「確認会話」による指示・報告を確実に伝達する。
・必要な事項をもれなく伝える点呼を実施する。
・ 指揮命令系統を明確にし，各工事従事者が「任務
カード」を活用し厳正に任務を遂行する（図─ 3，
4参照）。
・ 夜間パトロールにより現場の実態を幹部が把握す
る。
③ 安全品質環境推進幹事会※1，鉄道工事安全管理委
員会※2 のパトロール
・ 現場の安全管理体制と設備を随時見直し，安全活
動のマンネリ化防止とレベル向上の確認をおこな
う。

図─ 1　安全マネジメントの体制図
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研修施設の中核となる屋外研修フィールドは，全長 150 mの複線軌道を中心に駅や踏切，
工事桁（簡易橋梁）などを設置，鉄道工事に関する安全研修が可能となっている。

図─ 2　建設技術総合センター研修施設

図─ 3　指揮命令系統図

図─ 4　任務カードの例

・ 「営業線工事現場パトロール確認表」を用いて点
検をおこなう（表─ 1参照）。
※ 1　 「安全品質環境推進幹事会」は，労働災害や

工事事故の防止対策および環境管理上の対策
に必要な事項を審議するために設置したもの。

※ 2　 「鉄道工事安全管理委員会」は，鉄道工事の
安全性の向上と鉄道工事事故防止のため，安
全管理上遂行すべき施策を立て，確実に実施
することを目的として設置したもの。

④工事事故対応訓練の実施
・ 現場のリスクに応じた工事事故対応訓練を実施
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し，緊急時対応体制を検証する。
（e）人材育成
①決められた教育の着実な実施と継続的管理
・ 現場での工事管理者，誘導員等に対する教育資料
を作成・整備し，教育を実施する。

・ 停電責任者等の責務の認識を高める教育状況を確
認する。

・線閉責任者等の職務遂行状況を確認する。
・ 二重安全措置※3 の種類や設置位置の教育をおこ
なう。

※ 3　 二重安全措置とは JR 東日本のルールで，線
路閉鎖工事等の手続きを行なった上で，列車
と作業の安全を確保することを目的としてさ
らに講じる補助的な措置をいう。

・ 工事従事者ごとの教育実施状況を継続的に確認す
る。
・ 運転保安に関する教育資料の見直しと作成をおこ
なう。
・ 現場で実施する運転保安等に関する教育への資料
を提供する。
② 異常時に直ちに列車を止める行動が出来るための
訓練等の充実
・ いざというときに行動の取れる列車防護訓練を実
施する。

「3つの安全行動※4」と「鉄道従事者の心得※5」の
意識付け（点呼時に全員唱和して，周知している）。
※ 4　「3つの安全行動」
　  　何かあったらまず一報
　  　安全を確認してから，線閉解除
　  　危ないと思ったら，列車を止める！
※ 5　「鉄道従事者の心得」
　  　 私達は，鉄道利用のお客さまにご迷惑をかけ

ません
　  　 私達は，線路の内

ナカ

，上空で作業していること
を忘れません

　  　 私達は，基本動作とルールを守り，予定外の
作業はしません

・ 列車運行や旅客の安全確保の意識向上のための鉄
道工事従事者教育を実施する（事故の再現DVD
等の活用）。
・ 社外展示保存施設を利用し，鉄道事故等の状況を
体感する。
・ 列車を止めるには現場のどのボタンを押すのか等
具体的な教育を実施する。
・ 点呼時や安全大会等で模擬ボタン等を使用した訓
練を実施する。
③ 元請と協力会社が一丸となった安全レベル向上へ
の取組み

表─ 1　営業線工事現場パトロール確認表
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・ 元請および協力会社における新規入場者教育の確
認・実施・管理の強化
・ 各協力会社による自社作業の安全管理を促進す
る。

4．建設技術総合センターでの研修実施状況

前述の鉄道工事安全システムを鉄道工事にかかわる
社員と協力業者の全員に根付かせるため，建設技術総
合センターの研修施設において，研修を実施してい
る。以下，その取り組みの一部を紹介する。

※ 6　 建築限界とは，列車を通すための一定の空間で
ある（図─ 5参照）。

※ 7　 架空電車線（パンタグラフを通して電車に電力
を供給するトロリー線等）の最低離隔距離と
は，それ以上架空電車線に近づくと感電する恐
れがあるという距離である。

写真─ 1　目で見てわかる建築限界※6 パネルによる建築限界確認の研修

・ 直流区間：1.2 m（直流 1,500 V），交流区間：2.0 m
（ 交 流 20,000 V）， 新 幹 線区間：2.0 m（ 交 流
25,000 V）

※ 8　 列車防護とは，事故等で列車運行に支障する場
合，いち早く関係列車を停止させるための行動
である。

※ 9　 列車防護の方法
・ 工事用列車停止装置（写真─ 4）の押しボタンを
押して，工事用の異常信号発光器（赤色点滅）に
て運転士に異常を知らせる。
・ ホーム上では，列車非常停止警報装置（写真─ 5）
の押しボタンを押す。
・ 踏切付近では踏切支障報知装置（PB）（写真─ 6）
の押しボタンを押す。
　 上記のように各種装置を用いて列車に知らせると
ともに，なおかつ列車の進来してくる方向に
600 m以上走って，列車に向かって信号炎管，携

写真─ 2　目で見てわかる架空電車線※7 への最低離隔距離（直流区間）

写真─３　列車防護※8，9 訓練（携帯用特殊信号発光器）

図─ 5　JR各社の建築限界図（直線区間）
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帯用特殊信号発光器（赤色 LED点滅）等を明示
する。以上の措置を講じて，いち早く関係列車を
停止させることを最優先にする。

※ 10　 軌道は線路内や線路に近接して工事等の影響
を受けることにより変位するおそれがある。
この変位が大きくなると列車の乗り心地が悪

写真─ 4　列車防護訓練（工事用列車停止装置）

写真─ 5　列車防護訓練（列車非常停止警報装置）

写真─ 6　列車防護訓練（踏切支障報知装置）

くなることはもちろんのこと，さらにこれが
大きくなると脱線事故を起こすことになる。

　　 工事等により軌道に影響を及ぼすと考えられ
る場合には軌道検測をおこない，不良な箇所
は機を失することなく整備等を実施する。

※ 11　 軌間寸法とは左右レール頭部の内寸をいい，
在来線は 1,067 mm（狭軌）である。　

※ 12　 不正落下とは，左右レールに流れている信号
電流の正規の流れを電気を通す物質でレール
に当てることにより，信号機の現示を青信号
から赤信号に変えてしまう事象である（短絡，
地絡，矯絡）（図─ 7参照）。

写真─ 7　軌道※10 検測体験研修（軌間寸法※11 の確認）

図─ 6　軌間

写真─ 8　単管パイプによる不正落下（短絡）※12 体験研修
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　・ 不正落下の短絡とは，右のレールと左のレー
ルに金物（伝導体）を置いてしまうと，信号
の現示が赤色に変ってしまう事象をいう。

　・ 不正落下の地絡とは，レールから金物をアー
スされている仮設物（金属）等に繋いでしま
うと，信号の現示が赤色に変ってしまう事象
をいう。

　・ 不正落下の矯絡とは，制御区間と制御区間の
間のレールの継ぎ目に絶縁材を挟んである
が，その絶縁継目部を跨いで金物を置いてし
まうと電気が流れ，信号の現示が赤色に変っ
てしまう事象をいう。

 　 なお，踏切が近いところで，不正落下を起こす
と，踏切が鳴動する可能性があり，踏切によっ
ては遮断機が下りてしまうので，復旧するまで
緊急車輌等が通行できなくなる恐れがあるので
十分気を付けなければならない。

※ 13　 「軌陸車」とは，線路等の工事または作業に使
用する機械で軌道及び一般道路を走行できる

図─ 7　軌道回路の構成

もの〔左右の鉄輪間が絶縁されているもの（短
絡しない）を使用する〕

 　 軌陸車使用時に軌道内で脱輪事故等を起こすこ
とも考えられるので，軌陸車の脱出訓練等を実
施することが大切である。

5．おわりに

『 鉄道は安全で正確な乗り物である 』
ゆえに公共性の高い鉄道工事において事故・災害等
を起こすことは作業員等に影響を及ぼすのみならず，
列車に乗っている多くのお客さまや乗務員，ましてや
社会に多大な影響を及ぼすおそれがある。よって，「鉄
道工事安全システム」，「鉄道工事に関する安全マネジ
メント」を運用し，鉄道工事の事故防止対策の取組み
を行なうとともに，鉄道工事に携わる一人一人が基本
ルール，基本動作を愚直に守り実行していくことが大
変重要である。
本文中で紹介した建設技術総合センターでは，実体
験型の研修・訓練により徹底的に安全を学ぶことを目
的に当社の鉄道工事従事者のみならず，鉄道事業者，
他社ゼネコン，協力業者等の方にも研修を実施，鉄道
工事の安全性向上に寄与している。また，最近では，
海外からの研修・視察見学や視覚障害者の方にも施設
を提供し，鉄道の安全に貢献している。
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写真─ 9　軌陸車※13 脱出訓練研修




